木炭による石膏デッサン

目標

　○木炭の素材特性を理解し、それを生かした表現ができるようになる。

　○細部にとらわれず、対象の形体やプロポーションを的確で大づかみに把握する力をつける。

　○面の変化を意識した幅広い諧調表現で対象の存在感を表現できるようになる。

条件
○石膏像は[メディチ] [アリアス]（南学習室）、[ラボルト] [アグリッパ] （絵画室）、[青年マルス][ボルゲーゼのマルス]（デザイン室）から選択

　○木炭紙に木炭で描く。木炭、布、測り棒は支給。練り消しは各自で用意。
　○背景は大まかなトーンをつける。
　○時間は12時間で制作
手順

　１　クロッキーを行い、木炭紙の大きさに対しての適切な構図を決める。

　２　木炭紙をセッティングし、上下左右の中心線を引く。

　３　常に比率を測りながらアウトラインや面の変化する部分を中心にアタリをつけていく。

４　大きく明・暗に分けてやわらかく調子をつける。

５　常に全体の中での相対的な調子を見ながら木炭を重ねて調子を増やしていく。

注意してほしい点

　○姿勢をよくし画面からできるだけ離れ、手を伸ばして大きく動かす。

○「図と地」を意識し、空間を表現しやすい構図を工夫する。

　○木炭は寝かせて使う。はじめはやわらかく調子をつけていく。

　○細部にとらわれないで最後まで全体を意識する。
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